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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第２四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年９月30日）

（１）連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第２四半期 1,640 9.8 △186 - △223 - △226 -

24年３月期第２四半期 1,493 △5.9 △461 - △507 - △521 -

(注) 包括利益 25年３月期第２四半期 △212百万円( - ％) 24年３月期第２四半期 △515百万円( - ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第２四半期 △10 10 - -

24年３月期第２四半期 △23 22 - -

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第２四半期 5,016 △432 △11.3

24年３月期 5,226 △218 △6.5

(参考) 自己資本 25年３月期第２四半期 △565百万円 24年３月期 △475百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 - - - - - - 0 00 0 00

24年３月期 - - - - - - 0 00 0 00

25年３月期(予想) - - - - - - 0 00 0 00

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,270 10.7 190 - 80 - 70 -



  

 

 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規 － 社 (－)          、除外 － 社 (－)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期２Ｑ 22,500,000株 24年３月期 22,500,000株

② 期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 37,752株 24年３月期 37,252株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 22,462,319株 24年３月期２Ｑ 22,463,596株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高基調、欧州の財政問題などが続き、景気の回

復感が見られず、企業活動の停滞や業績悪化などの懸念材料により、経営環境の先行き不透明なまま推

移いたしました。興行界は旅行業界と同様に、景気が悪くなると買い控えやレジャー予算の削減対象と

なり、厳しい状況が続いております。 

このような経済情勢の下で、当社は、多種多様な公演内容を揃え、市場開拓・顧客開発に努め、お客

様にご満足いただけるよう邁進してまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高16億４千万円（前年同四半期比9.8％増加）となりまし

た。 

利益面では、営業損失１億８千６百万円（前年同四半期は営業損失４億６千１百万円）、経常損失２

億２千３百万円（前年同四半期は経常損失５億７百万円）、四半期純損失２億２千６百万円（前年同四

半期は四半期純損失５億２千１百万円）となりました。 

セグメントの営業成績は次のとおりであります。 

 
（注）１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（劇場） 

劇場事業は歌舞伎公演を中心に、本格的時代劇をはじめ大型歌手公演、新しいジャンルの舞台など

お客様の満足度の高い舞台づくりを目指しております。７月は前川清公演と桂文枝襲名披露公演、８

月プリンセス天功×Ｍｒマリックと韓流ドラマテーマソングコンサート、９月五木ひろし公演では、

ご当地ものの「長良川艶歌」のお芝居を上演し、幅広くお客様に演劇を楽しんで頂きました。 

当第２四半期連結累計期間においては、売上高は13億５千８百万円（前年同四半期比21.6％増

加）、営業損失は７千６百万円（前年同四半期は営業損失３億８千４百万円）となりました。 

（不動産賃貸） 

名古屋の中心部においてテナント誘致の競合が激しくなっているなか、退室が増えたため、賃借料

の売上が伸び悩み、駐車場業務の効率化と貸ホール・貸会議室で増収となるよう努めてまいりまし

た。結果、売上高は９千６百万円（前年同四半期比45.6％減少）、営業損失は３千７百万円（前年同

四半期は営業損失７百万円）となりました。 

（老人ホーム） 

介護保険制度の導入後、付帯業務も順調に推移しており、ミソノピアは快適なホームとしての高い

評価を得ております。売上高は１億８千５百万円（前年同四半期比6.0％減少）、営業利益は１千１

百万円（前年同四半期比16.0％増加）となりました。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

報告セグメント 売上高（千円）

劇場              1,358,647

不動産賃貸              96,505

老人ホーム               185,665

合計           1,640,818
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（資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、４億７千１百万円(前連結会計年度末は

５億７千２百万円)となり、１億円の減少となりました。この主な要因は、現金及び預金が５千８百

万円減少したことによるものであります。 

固定資産の残高は、45億４千５百万円(前連結会計年度末は46億５千３百万円)となり、１億８百万

円の減少となりました。この主な要因は、減価償却による減少８千９百万円、投資有価証券評価損１

千９百万円の計上によるものであります。  

（負債の部） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、49億２千万円(前連結会計年度末は46億

６千万円)となり、２億５千９百万円の増加となりました。この主な要因は、１年内返済予定の社債

が１億円減少したものの、短期借入金が１億円、その他に含まれる前受金が２億６百万円増加したこ

とによるものであります。 

固定負債の残高は、５億２千８百万円(前連結会計年度末は７億８千４百万円)となり、２億５千５

百万円の減少となりました。この主な要因は、長期預り保証金が２億１千５百万円、その他に含まれ

る長期未払金が３千万円減少したことによるものであります。  

（純資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、マイナス４億３千２百万円(前連結会

計年度末はマイナス２億１千８百万円)となり、２億１千３百万円の減少となりました。この主な要

因は、利益剰余金が２億２千６百万円減少したことによるものであります。  

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）

は、前年同四半期連結累計期間に比べ１億７千２百万円（36.7％）減少し、当第２四半期連結累計期間

には２億９千６百万円となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、５千３百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１億円

の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失１億９千７百万円（前年同四半期連

結累計期間は税金等調整前四半期純損失５億９百万円）の計上、減価償却費８千９百万円（前年同四

半期連結累計期間は１億５百万円）の計上、売上債権の減少２千５百万円（前年同四半期連結累計期

間は１千４百万円の増加）などによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、０百万円の増加（前年同四半期連結累計期間は２億８千万

円の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の売却による収入１百万円（前年同四半期連結

累計期間は２億７千７百万円）があったことによるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、６百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１億１千１

百万円の減少）となりました。これは主に、社債の償還による支出１億円（前年同四半期連結累計期

間は１億円）があったものの、短期借入金の純増加額１億円（前年同四半期連結累計期間は１億円の

増加）があったことによるものであります。 

  

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕
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第123期（平成24年度）は、国内では少子高齢化・人口減少の時代に突入し、企業収益もグローバ

ル競争の中で業績に二極分化がさらに進むことが見込まれ、雇用の減少や給与所得の減少などが払拭

されず、個人消費の回復にいたるには依然として不透明なままであることから、演劇興行を主とする

当社にとりまして、なお非常に厳しい経営環境が続くことは避けられないものと予想されます。 

このような環境下、平成25年３月期の連結業績予想につきましては、当初予想と変更はありませ

ん。 

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ㈱御園座　(9664)　平成25年3月期第２四半期決算短信
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該当事項はありません。 

  

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、この変更に伴う損益への影響はありません。 

  

当社グループは、前連結会計年度まで６期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前連

結会計年度まで営業活動によるキャッシュ・フローも４期連続マイナスになりました。当社の業績は、主

力事業である観覧券売上に大きく依存しており、その結果が損益に大きく影響を及ぼしております。前連

結会計年度は、営業努力をしたものの、上期に観覧券売上が伸び悩みました。当第２四半期連結累計期間

においても、買い控えが続き、演劇興行界は依然として厳しい現状が続いており、営業損失１億８千６百

万円、経常損失２億２千３百万円及び四半期純損失２億２千６百万円と損失を計上した結果、４億３千２

百万円の債務超過の状態にあります。当該状況により、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に関す

る重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

１．会計方針の変更

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 355,199 296,471

売掛金 159,515 134,080

商品 2,755 2,533

貯蔵品 5,594 7,358

その他 88,422 85,487

貸倒引当金 △39,365 △54,234

流動資産合計 572,121 471,698

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,402,647 3,329,501

土地 994,152 994,152

その他（純額） 159,298 143,197

有形固定資産合計 4,556,097 4,466,850

無形固定資産 7,596 7,759

投資その他の資産 90,227 70,406

固定資産合計 4,653,921 4,545,016

資産合計 5,226,043 5,016,714

負債の部   

流動負債   

買掛金 213,459 234,302

短期借入金 3,863,900 3,963,900

1年内返済予定の社債 100,000 －

未払法人税等 1,931 10,938

賞与引当金 7,990 －

その他 473,405 710,979

流動負債合計 4,660,687 4,920,119

固定負債   

退職給付引当金 112,271 108,642

長期預り保証金 611,327 395,342

その他 60,641 24,898

固定負債合計 784,240 528,883

負債合計 5,444,927 5,449,003

純資産の部   

株主資本   

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 315,684 315,684

利益剰余金 △1,074,287 △1,301,165

自己株式 △33,896 △33,957

株主資本合計 △342,500 △569,438

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,497 3,545

その他の包括利益累計額合計 4,497 3,545

少数株主持分 119,118 133,603

純資産合計 △218,884 △432,289

負債純資産合計 5,226,043 5,016,714
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 1,493,871 1,640,818

売上原価 1,784,712 1,648,924

売上総利益又は売上総損失（△） △290,841 △8,106

販売費及び一般管理費 170,759 178,505

営業損失（△） △461,601 △186,611

営業外収益   

受取利息 10 10

受取配当金 837 687

負ののれん発生益 4,754 413

保険返戻金 4,249 －

賞与引当金戻入益 － 8,967

その他 3,185 6,336

営業外収益合計 13,036 16,414

営業外費用   

支払利息 48,996 49,479

社債保証料 1,117 414

その他 8,817 3,689

営業外費用合計 58,930 53,584

経常損失（△） △507,495 △223,781

特別利益   

固定資産売却益 1,286 －

遺贈金収入 1,464 21,727

債務免除益 － 24,008

特別利益合計 2,751 45,736

特別損失   

投資有価証券評価損 － 19,487

固定資産売却損 4,728 50

固定資産除却損 186 －

特別損失合計 4,914 19,537

税金等調整前四半期純損失（△） △509,658 △197,583

法人税、住民税及び事業税 6,190 10,127

法人税等調整額 136 4,168

法人税等合計 6,326 14,295

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △515,985 △211,879

少数株主利益 5,608 14,999

四半期純損失（△） △521,593 △226,878
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △515,985 △211,879

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △652 △951

繰延ヘッジ損益 955 －

その他の包括利益合計 303 △951

四半期包括利益 △515,681 △212,830

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △521,712 △227,829

少数株主に係る四半期包括利益 6,030 14,999
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △509,658 △197,583

減価償却費 105,095 89,434

負ののれん発生益 △4,754 △413

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,065 14,868

賞与引当金の増減額（△は減少） 437 △7,990

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,229 △3,629

受取利息及び受取配当金 △847 △697

支払利息 48,996 49,479

債務免除益 － △24,008

遺贈金収入 － △21,727

固定資産除売却損益（△は益） 3,627 50

売上債権の増減額（△は増加） △14,312 25,434

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,442 △1,542

未収入金の増減額（△は増加） △9,944 △10,423

仕入債務の増減額（△は減少） 82,481 20,842

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,599 △10,199

投資有価証券評価損益（△は益） － 19,487

その他 238,465 40,078

小計 △51,092 △18,539

利息及び配当金の受取額 847 697

利息の支払額 △49,837 △55,620

遺贈金の受取額 － 21,727

法人税等の支払額 △582 △1,621

営業活動によるキャッシュ・フロー △100,664 △53,355

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △630

有形固定資産の売却による収入 277,967 1,042

無形固定資産の取得による支出 － △800

貸付金の回収による収入 182 －

保険積立金の解約による収入 5,689 3,841

その他 △3,254 △2,631

投資活動によるキャッシュ・フロー 280,584 822

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △102,400 －

社債の償還による支出 △100,000 △100,000

配当金の支払額 △482 △458

社債保証料の支払による支出 △798 △100

その他 △8,126 △5,636

財務活動によるキャッシュ・フロー △111,806 △6,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 68,112 △58,727

現金及び現金同等物の期首残高 400,407 355,199

現金及び現金同等物の四半期末残高 468,519 296,471
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当第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日  至 平成24年９月30日) 

  当社グループは、前連結会計年度まで６期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前

連結会計年度まで営業活動によるキャッシュ・フローも４期連続マイナスになりました。当社の業績は、

主力事業である観覧券売上に大きく依存しており、その結果が損益に大きく影響を及ぼしております。前

連結会計年度は、営業努力をしたものの、上期に観覧券売上が伸び悩みました。当第２四半期連結累計期

間においても、買い控えが続き、演劇興行界は依然として厳しい現状が続いており、営業損失186,611千

円、経常損失223,781千円及び四半期純損失226,878千円と損失を計上した結果、432,289千円の債務超過

の状態にあります。当該状況により、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に関する重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しております。 

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく以下の施策を継続して実施いたして

おります。 

１．売上高増につきましては、従来の営業活動に加えて、委託販売員「御園座ふれんど」による観覧券販

売制度を活用し、観覧券拡販に努めております。また友の会優待制度の見直しとして、観劇引換券の

使用枚数制限を廃止することで会員の皆様の利便性向上を図りました。また、学割料金を統一的に設

定し、さらにチケット販売企業と新たな提携等による販売チャネルの拡大に努めており、顧客層の拡

大を狙います。さらに、営業外務員を活用した営業要員体制の強化を行い売上増を図ります。公演内

容においては、歌舞伎を中心とした集客力のある内容で、お客様のニーズに合った公演を行い、有料

入場者の早期かつ確実な回復を図っております。 

２．売上原価、販売費及び一般管理費の削減につきましては、出演料の再交渉や舞台関係制作物のリサイ

クル化及び照明、音響等舞台演出の効率化を図ります。また、業務改善を積極的に実施し、人員のス

リム化や配置転換、宣伝方法の見直しをさらに行います。 

３．採算性の低い不動産の売却等をすることにより、資産を圧縮し、キャッシュ・フローの改善を図りま

す。 

４．短期借入金（当第２四半期連結会計期間末残高 3,963,900千円）につきましては、取引先金融機関と

その契約内容に応じて借換及び返済条件の変更について交渉をしております。借換につきましては、

更新可能と判断しており、返済条件の変更については、平成25年３月末日までの返済期限の延長およ

び返済方法の変更を主な内容とする借入金返済条件の変更に同意を得ており、以降の更新は可能と判

断しております。 

５．平成21年８月にスタートした「経営再生プロジェクト」により、平成22年４月「第二次御園座リバイ

バルプラン」を策定しました。しかしながら、業績は依然として厳しい状況が予想されることから、

平成22年10月に新たに「経営戦略室」を設立し、これまでの「リバイバルプラン」の枠にとらわれ

ず、抜本的な経営改革を実行した上で、事業再生のために最大限の努力を図ることを不退転の決意で

進めます。 

① 公演回数の削減及び公演費の圧縮 

利益確保が見込めない公演を中止して公演回数を削減いたします。そして、公演のない月の獲得

予定団体客を他の公演に振り分けることで売上がダウンすることを避け、利益を確保いたします。 

② 人件費の削減 

  業務の見直しを行い、仕事の効率を上げることにより、人員見直しを実施し、人件費の削減を実

行しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 ㈱御園座　(9664)　平成25年3月期第２四半期決算短信

10



  
③ 「さよなら公演」の実施 

「御園座会館再開発の協議」に関する検討の一環として平成24年４月より御園座「さよなら公

演」とし従来年２回の歌舞伎興行を６月・10月・３月の年３回実施することとし、歌舞伎ファン以

外の演劇ファンの皆様に楽しんで頂ける興行を揃えることとします。 

６．演劇公演の企画、制作、上演の各業務において事業上のシナジーを追求し、現在より踏み込んだ協力

関係の構築をする為、平成24年９月30日に松竹株式会社との業務提携をいたしました。 

  

 上記の施策を実行して行くことにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消できるものと判断し

ております。 

 しかし、これらの対応策は実施途上にあり、今後の経済情勢の変化による影響を受ける可能性があるた

め、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

④ 本社及び劇場の所在地である、御園座会館の再開発に関する本格的な協議を開始しております。

平成24年10月24日、名古屋市環境影響評価条例第９条12項に定められた「環境影響評価方法書」

を名古屋市に提出いたしました。
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Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益又は損失(△)の調整額 △92,458千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益又は損失(△)の調整額 △83,930千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして区分表示しておりました「リース」を廃止して

おります。これは平成24年３月31日までに外部向けリース契約が全て終了したことによるものでありま

す。 

これにより、第１四半期連結会計期間より「劇場」、「不動産」、「老人ホーム」の３つを報告セグ

メントとしております。 

また、会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成

24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更

したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

各セグメント利益及び損失に与える影響はありません。 

（５）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２)劇場 不動産賃貸 リース 老人ホーム 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,116,644 177,620 2,022 197,584 1,493,871 - 1,493,871

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

- 3,399 43,647 - 47,047 △47,047 -

計 1,116,644 181,020 45,670 197,584 1,540,918 △47,047 1,493,871

セグメント利益又は損失（△） △384,270 △7,191 12,763 9,554 △369,143 △92,458 △461,601

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２)劇場 不動産賃貸 老人ホーム 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,358,647 96,505 185,665 1,640,818 - 1,640,818

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

- 3,144 - 3,144 △3,144 -

計 1,358,647 99,649 185,665 1,643,962 △3,144 1,640,818

セグメント利益又は損失（△） △76,155 △37,614 11,088 △102,680 △83,930 △186,611
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該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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